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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
一つのセルステーションと複数の加入者ステーションを有する無線セルラーシステム通信
システムに用いるための適合方法において、前記方法は、現在接続が存在している中で、
一つの加入者ステーションと前記セルステーションとの間に新しい接続を確立するために
必要な受容できる低い出力レベルを決定することにより、セルステーションと加入者ステ
ーションとの間に現在存在する何れの接続とも干渉を最小化する方法であり、前記方法が
（ａ）新しい接続を要求する前記加入者ステーションが、前記セルステーションにより指
定されたアップリンクトラフィックチャネル上で、所定の出力レベルで第一信号を送信す
る段階と、（ｂ）前記加入者ステーションが、ダウンリンクトラフィックチャネル上でセ
ルステーションにより送信される、前記セルステーションが新しい接続を要求する前記加
入者ステーションからの第一信号を受容できる品質で受信したことを示す第二信号を聴き
取り、受信できない場合、加入者ステーション送信出力レベルを所定の量だけ、セルステ
ーションの所定の信号が受信されて最後に用いられた送信出力レベルが十分であることを
示すまで、増大させる段階と、（ｃ）前記セルステーションが新しい接続を要求する加入
者ステーションによって送信される第一信号を聴き取り、新しい接続を要求する加入者ス
テーションへのトラフィックチャネルの割当と受容できる品質の第一信号がセルステーシ
ョンで受信された時間との間の経過時間を感知する段階と、（ｄ）前記セルステーション
が、新しい接続を要求する加入者ステーションへのトラフィックチャネルの割当と受容で
きる品質の第一信号がセルステーションで受信された時間との間の経過時間に基づいて、
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新しい接続を要求する加入者ステーションとの通信に用いるための、受容できる低いセル
ステーション送信出力レベルを決定する段階とから成ることを特徴とする方法。
【請求項２】
前記受容できる低い出力レベルが、加入者ステーション送信出力レベルと、セルステーシ
ョンに関する加入者ステーション受信機の感度との関数を計算することにより決定される
ことを特徴とする、上記請求項１に記載の適合方法。
【請求項３】
前記所定の信号が同期化信号であることを特徴とする、上記請求項１に記載の方法。
【請求項４】
前記段階（ｂ）で、加入者ステーション送信出力レベルを所定の量だけ増大させることが
、所定の時間間隔で実行されることを特徴とする、上記請求項１に記載の方法。
【請求項５】
前記段階（ｃ）で、新しい接続を要求する加入者ステーションへのトラフィックチャネル
の割当と受容できる品質の第一信号がセルステーションで受信された時間との間の経過時
間を感知することが、経過した所定の時間間隔の回数をカウントすることによって実行さ
れることを特徴とする、上記請求項１に記載の方法。
【請求項６】
一つのセルステーションと少なくとも一つの加入者ステーションを有するセルラー無線通
信システムにおけるチャネル割当のための適合方法において、（ａ）セルステーションが
仮のリンクチャネル割当を加入者ステーションへ送信する段階と、（ｂ）加入者ステーシ
ョンが、所定の出力レベルで、割当られたリンクチャネル上で第一信号を送信する段階と
、（ｃ）加入者ステーションが、セルステーションからの応答として受容できる品質の第
二信号が受信されるまで、送信出力を増大し、第一信号を送信する段階と、（ｄ）前記セ
ルステーションが、新しい接続を要求する加入者ステーションによって送信される第一信
号を聴き取り、新しい接続を要求する加入者ステーションへのトラフィックチャネルの割
当と受容できる品質の第一信号がセルステーションで受信された時間との間の経過時間を
感知する段階と、（ｅ）前記セルステーションが、新しい接続を要求する加入者ステーシ
ョンへのトラフィックチャネルの割当と受容できる品質の第一信号がセルステーションで
受信された時間との間の経過時間に基づいて、新しい接続を要求する加入者ステーション
との通信に用いるためのセルステーションに適切な送信出力レベルを決める段階と、（ｆ
）セルステーションが、最後に用いられた送信出力が仮のリンクチャネル割当のための出
力レベルであることを加入者ステーションへ提示するために段階（ｅ）で決定された適切
な出力レベルを使って第二信号を加入者ステーションに送信する段階と、（ｇ）セルステ
ーションと加入者ステーションの両方が、段階（ｅ）で決定された出力レベルで、仮に割
当られるリンクチャネル上で、干渉が生じる恐れのある全ステーションに、新しい接続用
の仮のチャネル割当が行われたので、受容できないレベルの干渉が生じたら、受容できな
いレベルの干渉の生じた各ステーションは所定の干渉管理プロトコルに従って活動を起こ
すことができ、そうしなければ、決められた受容できる低出力レベルを使って新しい接続
が確立されることを示すために、第二信号を送信する段階とから成る方法。
【請求項７】
前記段階（ａ）が、加入者ステーションからのリンクチャネル割当要求に応答したもので
あることを特徴とする、上記請求項６に記載の方法。
【請求項８】
前記段階（ｂ）において、前記所定の出力レベルが、ＣＳによる受容できる品質の受信が
期待される最低の出力レベルに概ね一致していることを特徴とする、上記請求項６に記載
の方法。
【請求項９】
前記リンクチャネルの割当要求がセルステーションからのページングに応答したものであ
ることを特徴とする、上記請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
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前記第一信号が同期化信号であることを特徴とする、上記請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
前記第二信号が、アイドルトラフィック信号であることを特徴とする、上記請求項６に記
載の方法。
【請求項１２】
前記第二信号が、オン－オフアイドルトラフィック信号の連続であることを特徴とする、
上記請求項６に記載の方法。
【請求項１３】
前記段階（ｇ）において、セルステーションと加入者ステーションの両方の送信の後に、
仮に割り当てられた接続によって受容できない干渉の影響が生じたあらゆるステーション
に調整的な活動を取らせるための所定の持続時間のポーズが更に追加されることを特徴と
する、上記請求項６に記載の方法。
【請求項１４】
前記段階（ｃ）において、加入者ステーションの増大する送信出力が、所定の時間間隔で
増大することを特徴とする、上記請求項６に記載の方法。
【請求項１５】
前記段階（ｄ）において、新しい接続を要求する加入者ステーションへのトラフィックチ
ャネルの割当と受容できる品質の第一信号が受信される時間との間の経過時間の感知が、
経過した所定の時間間隔の数をカウントすることによって実行されることを特徴とする、
上記請求項６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
発明の属する技術的分野
本チャネル割当の適合方法は、無線通信システム、特にベースステーションと一式の加入
者ステーションを有するセルラー、無線局部ループ、及びパーソナル通信システムにおけ
るトラフィックチャネルの割当に関する。
関連技術の説明
代表的なセルラー遠隔通信システムのセルは、入信電話地上回線を受け取り、そのセルが
カバーするよう指定されている地域に、アンテナシステムにより同報通信される無線周波
数（ＲＦ）搬送波上にその入信音声回線を多重送信するための多重送信装置が装備されて
いるセルステーション（しばしばベースステーションと称される）の周りに構成される。
個々の加入者ステーションのセットは、同報通信変調搬送波を受信し、受信を予定されて
いるデータを搬送する特定のチャネルを多重分離するように、各々装備されている。しば
しば、双方向の会話は、各トラフィックチャネル上で全二重伝送方式によってサポートさ
れている。従って、全二重伝送方式に関する文脈内では、標識トラフィックチャネルが用
いられることになる。アップリンクトラフィックチャネルは加入者ステーションからセル
ステーションへデータを搬送するトラフィックチャネルの部分であり、ダウンリンクトラ
フィックチャネルは、セルステーションから加入者ステーションへデータを搬送するトラ
フィックチャネルの部分である。
代表的な無線通信システムでは、割当られたＲＦ周波数帯域幅が、様々な多重アクセス技
術を用いる複数の加入者によって共有される。通常、周波数分割多重アクセス（ＦＤＭＡ
）と時間分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）技術は、複数の加入者に割当られた帯域幅を共有
するのに用いられる。ＦＤＭＡは、利用できる帯域幅を複数の二次帯域に細分割する。各
二次帯域は、加入者データにより変調された搬送波を収容する。ＴＤＭＡでは、複数の加
入者の多重伝送は、１つの接続に含まれる各加入者がそのデータを伝送するための周期的
なタイムスロットをパケットとして割当られる時間分割により行われる。最近では、各加
入者にデジタルデータの各ビットに対して搬送波を変調するのに用いられるコード波形が
割当られる単一の搬送波（又は副搬送波）上に複数の加入者を収容するために、コード分
割多重アクセス（ＣＤＭＡ）法が導入されている。一式の直交する波形から取られた割り
当てコード波形を有する各活動中の加入者は、システムを個々の加入者伝送へ分離（復調
）することができる。
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セルラー通信システムは、ＦＤＭＡ、ＴＤＭＡ、及び/又はＣＤＭＡ法を用いるシステム
で割り当てられたＲＦ帯域幅（ロイ三世他、米国特許第５，５１５，３７８号）を増加さ
せることなくセルステーションのアンテナ配列を使用して、加入者システムの容量を増大
させることのできる、最近導入された空間分割多重アクセス（ＳＤＭＡ）技術の使用を含
んでいてもよい。ＳＤＭＡは、使用可能なシステム容量を増大させるために、加入者の空
間分散を活用する。加入者はセルエリアを越えて分散される傾向にあるので、各加入者は
、セルステーションアンテナ配列が加入者セルステーションアンテナ配列からどのように
信号を受信し、どのように加入者セルステーションアンテナ配列へ信号を送るのかを特徴
づける独自の空間サインを有するようになるであろう。その結果、各活動中の加入者の方
向又は付近での効果的なアンテナ利得が最適化されるように、すなわちそれぞれの方向又
は付近に対してローブの最大値が作り出されるように、そして又、送信と受信両方のため
に各活動中の加入者がセルステーションで分離され得るよう、各ローブは十分に狭くなる
ように、セルステーションは、空間サインを決定することにより、セルステーションアン
テナ配列の放射パターンを制御するための電位を有する。ＳＤＮＡを実行するために必要
なデータ（加入者の空間サインと呼ぶ）は、各活動中の加入者からの、セルステーション
で受信される送信から経験的に入手される。空間サインを使うことにより制御される制御
可能なアンテナ配列パターンと組み合わせて用いられる場合、本発明の文脈においては、
非空間多重送信（例えば、ＦＤＭＡ、ＴＤＭＡ、及びＣＤＭＡ）は、ＳＤＭＡと呼ばれる
ことに留意されたい。（実際、空間サイン及びアンテナ配列は、空間信号処理技術を使っ
てセルステーションと加入者との間の通信を向上させるために、非空間分割多重アクセス
システム構成において用いることができる。これらの場合、標識ＳＤＭＡは、以下の本発
明の説明において、やはり用いられるであろう。）
実際のシステムは、ＣＤＭＡ、ＦＤＭＡ及びＴＤＭＡ技術の中の一つ又はいくつかの組み
合わせで構成することができる。例えば、ＦＤＭＡとＴＤＭＡ技術の組み合わせは、一式
の二次帯域が更にそれぞれタイムスロットに細分割されるシステムで用いることができる
。
空間サインを用いる場合、アンテナ配列を効果的な放射パターンとすれば、一つ以上の加
入者に所定のパケットタイムスロットを使用させることができる。例えば、第一加入者の
効果的な放射パターンの結果、パケットタイムの位置を共有する第二加入者付近で比較的
低エネルギーの「零位」となり、第二加入者の空間サインが、第一加入者付近で「零位」
の結果となれば、同時ＲＦパケット伝送は二つの加入者ステーションでの受信に何ら干渉
を起こさないであろう。また、二つの加入者からのセルステーションへの伝送は、セルス
テーションで分離することができる。これらの理想的な状態の下では、空間サインは「直
交」インプリメンテーションを示すと言われている。
直交性の概念は、ＦＤＭＡ及びＴＤＭＡシステムにも当てはまる。何れの副搬送波内の変
調データも他の何れの副搬送波を変調させるデータに影響を及ぼさないように、ＦＤＭＡ
における各副搬送波が完全に分離されるなら、すべての副搬送波チャネルは互いに直交し
ている。同様に、ＴＤＭＡシステムでは、パケットデータを割り当てられた各加入者チャ
ネルが他の活動中のチャネルに影響を及ぼさないのであれば、チャネルは互いに直交する
。
直交性は、これらの多重アクセスシステムの各々で破壊される可能性がある。例えば、チ
ャネル内で起こる干渉は、ＦＤＭＡシステムでは搬送波周波数オフセットと不完全なフィ
ルターから、ＴＤＭＡシステムではクロッキングエラーと不安定性から、ＣＤＭＡシステ
ムでは同期の不正確さ又はＲＦマルチパスから、ＳＤＭＡシステムでは有限諸元のアンテ
ナ配列により引き起こされるアンテナパターン漏れから生じる。数百の加入者ステーショ
ンを含むであろう実際のシステムでは、システムの設計上、複雑性及びコストが必要とな
ることもあるので、全加入者ステーション間の完全な直交性が保証されないこともある。
またセルラーシステムを使用する基本的動機は、異なる位置に割り当てられるセルエリア
における同じＲＦスペクトルの再利用である。この周波数再利用の原理は、慎重に制御さ
れなければ通信の質をひどく低下させるセル間の干渉を引き起こし、最後にはシステムの



(5) JP 4151990 B2 2008.9.17

10

20

30

40

50

容量を制限する。
直交性の脆い性質とセルラー周波数再利用によりもたらされる干渉のために、すべてのセ
ルラー多重アクセス通信システムは、新しい加入者接続がシステムに加えられるときにチ
ャネル間の不完全な直交性によって引き起こされる不利な影響を最小にするチャネル割当
のための方法を必要としている。
また、干渉を最小にするための基本的手段は放射出力の管理なので、いずれの実用多重ア
クセス通信システムでも生じるあらゆる干渉を最小にするように、加入者ステーションと
セルステーションの両方で用いられる放射出力を最小にすることが重要である。また、い
ずれの実用インプリメンテーションも、一つのセルでのＲＦ送信は付近の他のセル内に干
渉を作り出す可能性があることを認識する必要があり、近接するセルラーシステム間での
完全な直交性は一般的に非現実的であり、近接するセルステーション間での直接のリアル
タイム通信は不可能であろうから、セルラーシステムに更に必要なのは、一つのセルラー
システムを操作すると付近の他のセルラーシステムに生じる何らかの干渉からくる不利な
影響を最小にするための方法を提供することである。セルステーション間でのセル間のリ
アルタイム通信は、存在しないか又は不可能かもしれないので、セルステーション間での
直接のリアルタイム通信がないとしても、セルラー間の干渉の不利な影響を最小にするこ
とは、考える必要がある。
セルラー通信システムの中で加入者ステーションとセルステーションとの間に接続（図１
）を確立するための現存するプロトコルの特定の例としては、１９９５年、１２月の規格
アセンブリー会議で承認された無線商工業協会（ＡＲＩＢ）の予備規格、第２版、ＲＣＲ
ＳＴＤ－２８に記載されている「パーソナル携帯電話システム」に用いられているものが
あげられる。
ＡＲＩＢ予備規格、第２版に述べられているシステムは、地理的に分散された複数のパー
ソナル携帯電話ステーション（ＰＳｓ）とセルステーション（ＣＳ）との間でＲＦ搬送波
により交信するための、所定のセル内のＰＳｓにサービスするための、そして、標準的遠
隔通信回路設備にインタフェースをとるためのデジタル無線パーソナル通信システムであ
る。本システムは、（ａ）３００ｋＨｚの間隔で離れている、１８９５－１９１８ＭＨｚ
で、パブリックシステムＲＦ帯域を越える７７のＲＦ搬送波と、（ｂ）各記号の周期にπ
/4ラジアンの倍数の位相偏移を用いる横軸位相偏移キーイング（ＱＰＳＫ）変調と、（ｃ
）ＲＦ搬送波当たり４つの二重通信用ＴＤＭＡ－ＴＤＤ（時間分割多重アクセス、時間分
割二重）ＲＦアクセスと、（ｄ）３８４ｋｂｉｔｓ/ｓの信号伝送速度と、（ｅ）毎スロ
ット１２０記号（保護ビットを含む）を有する、５ｍｓのフレーム長とを含む。
ＣＳからＰＳへの着信呼び出しを設定して確立するための制御順序が図２に示されている
。この着信呼び出し接続確立相は、（１）着信接続が必要な選択されたＰＳのページング
チャネル（ＰＣＨ）上でのＣＳのページングと、（２）リンクチャネルの確立要求を送る
ことにより信号制御チャネル（ＳＣＣＨ）上での選択されたＰＳの応答と、（３）トラフ
ィックチャネル（ＴＣＨ）を選択し、リンクチャネル（ＬＣＨ）割当として選択されたＴ
ＣＨをＳＣＣＨ上でＰＳへ送ることによる、ＣＳのＰＳ要求への応答と、（４）選択され
たＰＳが、割当られたＬＨＣへ切り換えて、一連のアイドルトラフィックバーストが後に
続く一連の同期化（ＳＹＮＣ）バースト信号を送信することと、（５）首尾よく同期化信
号を検知したら、ＣＳが、一連のアイドルトラフィックバーストが後に続く一連のＳＹＮ
ＣバーストをＬＣＨ上で送信し、次にＣＳへの着信呼び出しとの接続の確立に進み、必要
とされるであろう追加のオプション信号（例えば、エンクリプションとユーザー認証）を
引き出すことにより応答すること、を含む。
ＰＣＨは、ＣＳが同一情報をページングエリア内の全ＰＳｓへ伝送する、一つのポイント
から複数ポイントへ（ポイントツーマルチポイント）の一方向のダウンリンクチャネルで
ある。ＳＣＣＨは、ＣＳと一つのＰＳとの間の呼び出し接続に必要な情報を送信する双方
向のポイントツーポイントチャネルである。ＴＣＨは、ユーザー（加入者）情報を送信す
るための、ポイントツーポイントの双方向チャネルである。
上記現在の手順に関わる問題は、現在の手順が、各接続に適している送信機の出力レベル
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の設定に備えていないことと、現在の加入者への新しい接続から生じるであろう干渉の影
響に取り組まないことである。
図３は、ＰＳがＣＳとの接続の確立を要求することによって開始されるアップリンク接続
を確立するための制御手順を示す。その段階は、（１）ＰＳがリンクチャネルの確立要求
を信号制御チャネル（ＳＣＣＨ）で送る段階と、（２）ＣＳが、トラフィックチャネル（
ＴＣＨ）を選択し、リンクチャネル（ＬＣＨ）割当として選択されたＴＣＨをＳＣＣＨで
ＰＳに送ることによりＰＳの要求に応答する段階と、（３）ＰＳが割当られたＬＣＨへ切
り換えて、一連のアイドルトラフィックバーストが後に続く一連の同期化（ＳＹＮＣ）バ
ースト信号を伝送する段階と、（４）首尾よく同期化信号を検知したら、ＣＳが、一連の
アイドルトラフィックバーストが後に続く一連のＳＹＮＣバーストをＬＣＨ上で送信し、
次にＣＳへの着信呼び出しとの接続の確立に進み、必要とされるであろう追加のオプショ
ン信号（例えば、エンクリプションとユーザー認証）を引き出すことにより応答する段階
と、を含む。
ダウンリンク接続の確立に関する前記手順同様、アップリンク接続を確立するための手順
は、同一の欠点を有しており、すなわち、適切な通信に必要な送信機出力レベルを確立す
る方法と、現在のユーザーに新しい接続を確立することにより作り出される干渉が与える
影響を評価する方法とが欠如しているという欠点を有している。
一つのＰＳとの接続を確立するのに用いられる制御手順は、共通のそして個々に割り当て
られたタイムスロットを用いる。図４は、ＴＤＭＡ－ＴＤＤシステムで送信と受信に用い
られるタイムスロット割当を示す。各ＴＤＤ搬送波のタイム構成は、それぞれ８セグメン
トに分割されている５ｍｓのフレームに編成されている。各セグメントは、３２ｋｂｉｔ
ｓ/ｓ（オーバーヘッドを除く）の一方向音声チャネルをサポートする。図４は、二つの
ＰＳｓ（ＰＳ（１）とＰＳ（２）、それぞれスロット２と４に割当られている）がＣＳと
通信しているときの、共通の５ｍｓのフレームにおける活動を示す例である。通常、初め
の４スロットはＣＳによる送信用に、従って、送信が向けられたＰＳの受信用に割当られ
る。最後の４スロットは、ＣＳ受信とＰＳ送信に用いられる。スロット標識Ｉは、アイド
ルスロットを表す。スロット標識Ｔ（．）はそのスロットの間の送信を表し、標識Ｒ（．
）は受信を表す。従って、標識（ａ）のフレームはＣＳの活動を表しており、すなわち、
スロット２と４ではＣＳは、それぞれＰＳ（１）とＰＳ（２）へ送信し、スロット６と８
ではＣＳはそれぞれＰＳ（１）とＰＳ（２）を聞いている。ＰＳ（１）では、スロット２
は対応するＣＳスロット送信の受信に用いられ、スロット６はＣＳスロットへの送信に用
いられる。同様に、フレーム（ｃ）はＰＳ（２）の受信及び送信活動を表す。従って、各
フレームは、ＣＳと４つのＰＳｓとの間の最大４つの双方向通信を扱うことができる。
発明の概要
本発明は、法律により定められている使用可能な帯域幅の有効利用のために、多重送信技
術を用いるセルラーシステムにおいて接続を行うための方法を指向している。本方法は、
セルステーションと加入者ステーションとの間の接続を確立するための、新しいプロトコ
ルの一部、又は現在あるプロトコルへの追加となるものである。現在あるプロトコルへの
追加となる場合、本方法は、セルラーシステムで用いられている標準プロトコルと完全に
互換性があり、現在のセルラーシステムのユーザー全てに完全に見えないものである。
ＣＳと接続されている外部の通信ネットワークからの接続要求に応えて、ＣＳからセルラ
ーシステム内の選択されたＰＳへの着信呼び出し接続を確立するための方法は、（１）Ｃ
Ｓが、ダウンリンク接続が必要な、選択されたＰＳのページングチャネル（ＰＣＨ）でペ
ージングする段階と、（２）選択されたＰＳが、リンクチャネル確立要求を送信すること
により信号制御チャネル（ＳＣＣＨ）に応答する段階と、（３）ＣＳが、トラフィックチ
ャネル（ＴＣＨ）を仮のリンクチャネル（ＬＣＨ）として選択し、仮のＬＣＨ割当をＳＣ
ＣＨでＰＳへ送信することによりＰＳ要求に応える段階と、（４）選択されたＰＳが、割
当られたＬＣＨへ切り換え、ＳＹＮＣバーストの初期送信のために所定の初期出力レベル
を使って同期化（ＳＹＮＣ）バースト信号を繰り返し送信し、ＳＹＮＣバーストがＣＳか
らうまく受信されるまで、繰り返される各ＳＹＮＣバースト送信で出力レベルを逐次増大
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させ、次に、一連のアイドルトラフィックバーストを送信し、接続を確立する間にＳＹＮ
Ｃバーストに用いられた最終出力レベルがその後のＣＳへの全送信のために用いられる、
そのような段階と、（５）ＰＳにより送信された適性品質のＳＹＮＣバースト（ＰＳ　Ｓ
ＹＮＣバースト）を受信すると、ＣＳが、ＣＳの仮のリンクチャネル割当の送信と適性品
質のＰＳのＳＹＮＣバーストの順調な受信との間の時間的な遅延に基づいて、必要なＰＳ
送信出力を計算し、ＣＳが、ＰＳとの適切な通信に必要なＣＳ伝送出力用のガイドとして
計算されたＰＳ送信出力を使って、一連のアイドルトラフィックバーストが後に続くＳＹ
ＮＣバーストをＬＣＨで送信することにより応答するし、必要な全ての追加のオプション
プロトコル（例えば暗号化とユーザー認定）を呼び出した後にＣＳへの着信呼び出しとの
接続を確立を開始する段階とを含む。
この方法だと、ＣＳとの通信に必要とされる適切なＰＳ送信出力レベルが確立される。加
入者出力レベルが僅かづつ増大されると、適性ＳＹＮＣバーストのＣＳ受信に対応する加
入者出力レベルは、接続に必要な望ましい最小のＰＳ送信出力に近いものとすることがで
きる。既知のテストパターン（例えばＰＨＳアイドルトラフィックバースト）を送信すれ
ば、新しい接続が確立されていることを、セルラーシステムの同じ周波数、時間、コード
又は空間チャネルの他のユーザーに早期に警告を与えることになる。既知のテストパター
ン後のポーズは、セル内の接続に受け入れ不可能なレベルの干渉が生じているかを評価し
、必要なハンドオフを実行するのに使うことができる。早期警告は、もし受け入れ不可能
なレベルの干渉が生じていれば、近隣のセル内の新しい接続がチャネルの再割当を必要と
していることを近隣のセルに警告することになる。
一つのＰＳがＣＳを通して発信接続の確立を望む場合も、同様の方法が用いられる。この
プロセスは、前記段階（２）のように、ＰＳが、ＳＣＣＨでリンクチャネルの確立要求を
送信することによって開始されるので、段階（１）が用いられないことを除けば、この段
階は既に概略述べたものと同じである。
この方法では、方法全体が、パーソナル携帯電話システムで用いられているような標準プ
ロトコルと互換であり、またそれに全く障害とならない。
本発明の範囲と精神から逸脱することなく本発明の上記記載内容についての様々な変更が
可能であることは、理解されるであろう。例えば、論理制御チャネルＰＣＨとＳＣＣＨは
同じ物理的チャネルであってもよい。上に述べた特定の方法は、特定のセルラーシステム
を使用して、本発明の適用をより明確に述べるための、ＰＨＳシステムに関するものであ
る。以下の図面と詳細な説明を見れば、種々の変更が成されうることは、当業者には明ら
かであろう。
【図面の簡単な説明】
図１は、パーソナル携帯電話システムにおけるパーソナルステーション（ＰＳ）とセルス
テーション（ＣＳ）との間の関係を示す。
図２は、パーソナル携帯電話システムにおいてＣＳからＰＳへの着信呼び出し接続を確立
する方法を示す。
図３は、パーソナル携帯電話システムにおいてＰＳからＣＳへの発信呼び出し接続を確立
する方法を示す。
図４は、ＴＤＤフレームのスロット割当を示す。
図５は、同期化バーストのビット割当パターンを示す。
図６は、チャネル割当への適応方法の流れ線図を示す。
図７は、ＧＳＭトラフィックチャネルパケットのフォーマットを示す。
発明の詳細な説明
既に述べたパーソナル携帯電話システムを例にとって、セルラーシステムでのチャネル割
当のための方法を述べることとする。当業者には理解されるであろうが、説明する方法は
、他の類似の通信システムにも適しており、本発明の精神と範囲を離れることなく適用す
ることができ、説明に続く請求の範囲に示されているものにのみ限定されるものである。
既に述べたように、現存する通信システムプロトコルに悪影響を与えることなく、必要な
ときにシステム容量が増大されることが望ましい。理想的には、システムプロトコルに必
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要な変更は元のシステムの加入者に認識できる変更を必要とせず、セルステーションでの
影響が最小であるような、拡張されることになる元のシステムにとって完全に透明な、付
加されるものでなければならない。
一般的には、一つの共通周波数帯域を用いるステーション間の干渉を低減するため、ＲＦ
接続を行うのに必要最小の出力が用いられるというのが望ましく、又政府の方針でもある
ので、一つのＰＳとＣＳとの間の接続を確立させるためのプロトコルは何であれ、ＲＦ接
続を確立し、使用する際に受け入れ可能な低送信出力を用いることが基本になるべきであ
る。この必要条件を満たすために、一式の試験的ＰＳ送信出力レベルが、図２と３の段階
（４）と（３）のそれぞれでＰＳにより導入されることになる。
これらの段階でＳＹＮＣバーストを送信するためにＰＳにより用いられる初期の出力レベ
ルが、一般的にＣＳに許容可能な品質の受信には不足と思われる安全で低いレベルに設定
されるなら、ＳＹＮＣバーストの応答（図２の段階（５）、図３の段階（４））が無いこ
とで、ＳＹＮＣバースト送信出力レベルが低すぎることがＰＳに示されることになる。す
るとＰＳは、ＣＳからＳＹＮＣが受信されない度毎に出力レベルを増大させ、ＳＹＮＣバ
ーストを再送信することができる。ＣＳの送信したＳＹＮＣが最終的に受信されると、Ｐ
Ｓは、最後に用いた送信機出力レベルが十分であったことを知る。更に、ＳＹＮＣバース
トを送信するために用いられる最初のＰＳ送信出力レベルと、それぞれの再送信のために
用いられる増分（例えば＋３ｄＢ）を標準化することにより、ＣＳは、＋３ｄＢ出力追加
の回数が、リンクチャネル割当（図２の段階（３）、図３の段階（２））とＰＳの送信し
たＳＹＮＣバーストが受信される時間との間の経過時間に行われていることになるので、
必要なＰＳ送信機出力レベルを知ることになる。時間分割二重（ＴＤＤ）システムにおけ
る送信及び受信の伝播経路の想定される相互関係のため、ＣＳは、ＰＳ送信機出力レベル
を使って、ＰＳと交信するためにＣＳで使われる最小の送信機出力レベル（すなわち、Ｐ
ＳとＣＳの受信機感度の差を考慮した上で）を決定することができる。非ＴＤＤシステム
に対しては、送信と受信の伝播経路における差異は、オンエアー測定とキャリブレーショ
ンの実行で説明できるであろう。
図５は、アップリンク（ＰＳからＣＳ）又はダウンリンク（ＣＳからＰＳ）同期化のため
にＲＣＲＳＴＤ－２８により特定されるような、同期化バーストのスロット構造を示して
いる。２２４ビット持続バーストは、
R-(4bits)any 4 bit pattern
SS-(2bits)fixed field 10
PR-(62bits)a fixed periodic preamble for both uplink and down link 0110011001100
110...011001
UW-(32bits)a unique word for designating uplink synchronization as 0110101110001
0011001101011110000,or downlink synchronization as 01010000111011110010100110010
011;
CI-(4bits)fixed field 1001;
CSID-(42bits)CS identification code;
PSID-(28bits)PS identification code;
IDL-(34bits)all zeros,idle bits 0...00;and
CRC-(16bits)cyclic redundancy code error detection.
を含む。
同期化信号が、セルラーシステムのそれぞれ独自のインプリメンテーションと異なる可能
性があり、用いられる多重アクセス技術の形態にもよるであろうことを当業者は理解でき
るであろう。例えば、ＴＤＭＡシステムでは、同期化バーストが着信データをサンプリン
グするのに最適な間隔を決定するために用いられ、ＦＤＭＡシステムでは、同期化信号が
いずれかの副搬送波周波数オフセットを決定するのに用いられ、ＳＤＭＡシステムでは、
同期化信号が要求するＰＳの空間サインを決定するのに用いられる。すべての場合におい
て、目的は、最上質の接続を確立するために必要な多重送信及び信号予測のパラメータを
確立することである。
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接続を形成するときに用いられる放射出力の量を最小化することが、干渉を管理する際の
重要な要素である。干渉は、共通チャネルの使用の故に近隣のセルラーシステムの間で発
生することもあれば、チャネル割当ての間に完全な直交性が保てないためにセルラーシス
テム内で発生することもある。しかし、新しいチャネル割当ての直交性を保証するのは難
しいので、接続プロトコルは、受容できないレベルのセル内干渉の生ずる可能性を最小に
し、更にセル間の干渉を管理する実用的な方法を提供する必要がある。
セル内及びセル間の干渉を管理する基本的手段は、上述したように、放射出力を最小にす
るように適応手順を用いることである。システムのモデル化は、新しい接続の追加が現在
のセルラー接続へ及ぼす影響を計算することにより、所定のチャネル割当の結果を予測す
るための方法を提供するもう１つの手段である。本モデルは、適切な放射出力と、チャネ
ル特性と、チャネル割当のすべてを含んでいる現在の接続を考え、新しい接続チャネルの
追加によって当然予期される干渉のレベルを予測する必要がある。
システムモデルが、全干渉レベルは閾値以下になるであろうことを示せば、チャネルは新
しい接続に仮に割り当てられ、仮の接続が現在ある接続に受容できない干渉を引き起こす
かどうか経験的に決定するため、ＣＳとＰＳ両方による試験（テスト）送信がなされる。
試験送信の後には、セルラーシステムに受容できない干渉から回復する機会を与えるため
、所定の間隔のポーズが設けられる。受容できない干渉状態が起こらなければ、仮の接続
状態が解除されて、接続が確立される。そうでない場合、ＣＳは、別の動作を決定しなけ
ればならない。代替案は何れかの原因による干渉を管理するのに必要なＣＳ干渉管理プロ
トコルの一部分を形成する。プロトコルは、仮のＬＣＨを他チャネルへ再割当すること、
チャネル割当のよりよい分散を達成するために現在の接続を再割当すること、又はその時
点でチャネル容量が使用不可能であることを新しい接続を要求するＰＳへ助言すること等
のオプションを含んでいてもよい。
図６は、チャネルを適応できるように割り当てるための好適な実施方法５００を要約する
フローチャートである。本方法は、ＡＲＩＢ標準、バージョン２、ＲＣＲ　ＳＴＤ－２８
に記載されているパーソナル携帯電話システム用接続プロトコルと互換性をもたせるため
、下方互換性を提供する簡単な追加の他には、これらの標準に何ら修正を加える必要がな
いように設計されている。
図６ついていえば、適応性チャネル割当のための方法５００が始まると、段階５０１で、
ＣＳが接続要求の発信元かどうか調べて、そうであれば段階５０２へ進み、ＣＳがＰＣＨ
で選択されたＰＳをＰＣＨでページングし、その後段階５０３へ移る。段階５０３では、
選択されたＰＳが、そのページングに応えてリンクチャネル確立要求（ＬＣＲ）メッセー
ジをＳＣＣＨでＣＳへ送信する。段階５０５では、ＣＳは、使用可能なトラフィックチャ
ネルから最適候補のリンクチャネル（ＬＣＨ）を選択し、選択したものを仮の割当ＬＣＨ
としてＳＣＣＨで送信する。この接続時には、選択されたＰＳが、段階５１１で、受信品
質がＣＳにとって受容できるレベルであると予測される、できるだけ最低の出力レベルに
近い、所定の低出力レベルで、仮のＬＣＨでＳＹＮＣバーストを送信する。段階５１３で
、選択されたＰＳは、ＣＳが受容できる品質の受信を確立するためにＰＳが十分な出力を
使用していることを示すＳＹＮＣバーストがＣＳから戻されてきているかどうかを調べる
。戻されてきていなければ、ＰＳは段階５１２で送信機出力レベルを増やし（通常+３ｄ
Ｂ）、段階５１１へ戻る。何回かの３ｄＢの出力の増加は、段階５１２で確立される出力
レベルが、品質のある受信ために必要な最低の３ｄＢの出力以内にあるであろうというこ
とを保証する。出力の増加幅が小さいほど、確立される出力レベルを望ましい最低の出力
レベル（例えば、+１ｄＢの増大は、確立される出力レベルが最低値の２６％以内である
ことを保証する）に近づけることができる。その間に段階５０６で、ＣＳは仮のＬＣＨで
ＰＳのＳＹＮＣバースト送信を聞き、ＳＹＮＣバーストが受け入れ可能な品質で受信され
るまで、テスト段階５０７を含むウエイトループに入る。ＳＹＮＣバーストを受信した後
、段階５０８では、ＣＳは、段階５０５でのＣＳのＬＣＨ割当と段階５０７での受容でき
る品質のＳＹＮＣバーストの受信との間の経過時間に基づいて、ＣＳ送信出力レベルを計
算する。（ＰＳのＳＹＮＣバーストの送信は所定の間隔（通常は-５ｍｓ）で繰り返され
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るので、ＰＳ送信機に必要な出力は計算でき、ｍを出力増加の回数、Ｐ0を所定の初期Ｐ
Ｓ送信機出力として、+３ｄＢの増加に必要な出力は２m-1Ｐ0となる。）段階５１０では
、ＣＳが、段階５０８の計算に基づく出力レベルを使ってＳＹＮＣバーストを送信する。
段階５１４では、ＣＳのＳＹＮＣバーストを受信すると、選択されたＰＳとＣＳが、５０
％デューティサイクル・オン-オフバーストで構成される一連のアイドルトラフィックバ
ーストを通常は毎秒２００バーストの速度で、通常は１０バーストインターバル間続けて
送信する。（一つのＰＨＳアイドルトラフィックバースト信号は所定のチャネルが何らの
ユーザーデータも搬送しないことを示すのに用いられる。）アイドルトラフィックバース
トを送信した後、段階５１５で、段階５１４の試験信号送信から生じた何らかの受容でき
ない干渉をシステムに報告させるための、所定時間（通常５０ｍｓ）のポーズが導入され
る。セル間干渉が生じても（段階５１６）セルステーション間の通信が使用可能であれば
（段階５２０）、付近のＣＳは、全ての受容できない干渉を新しいコールを使ってＣＳに
報告するために段階５１５でポーズを用いることができる。セル間のＣＳ通信（段階５２
０）がなければ、受容できない干渉を経験している付近のセルは、段階５２１で、結果的
に生じている干渉の「コスト」を最小にするため、段階５２１で、干渉管理プロトコルか
ら所定の手順を呼び出す。段階５１７で、ＣＳは新しいコールを使って、（交信のあるあ
らゆる近隣のセルを含め）現在ある接続の何れかに受容できない干渉を生じていないかど
うか調べ、無ければ、ＣＳは、段階５１８で、仮に割り当てられたＬＣＨを新しい接続と
して扱う。そうでない場合、ＣＳは、段階５１８で、結果的に生じている干渉の「コスト
」を最小にするため、干渉管理プロトコルから所定の手順を呼び出す。従来技術でよく知
られているように、干渉管理プロトコルには、チャネル再割当及び/又は他の近隣ＣＳへ
のハンドオフのような多数の調整手順を含ませておくことができる。
５０％デューティサイクルのアイドルトラフィックバーストが、新しい接続が確立された
ことを通知するための所定のテスト又は試験信号の例として用いられたが、信号インター
バルが散在しないアイドルチャネルトラフィックバーストの異なるシーケンスを使ってい
る他の信号を用いてもよい。アイドルトラフィックバーストは、所定のチャネルでユーザ
ーデータは搬送されないことを示すが、信号インターバルが散在しないアイドルトラフィ
ックバーストの所定のシーケンスは、追加の非ユーザーデータ情報を搬送するように設計
することもできる。例えば、特定のシーケンスパターンを有する試験信号を、接続を確立
しようとしているメッセージが急用（例えば「９１１」コール）メッセージであり、最優
先されるべきであることを全ステーションに伝えるために選択することもできる。これに
より、受容できないレベルの干渉を経験する全セルラーステーションは、最優先メッセー
ジに適する干渉プロトコルを呼び出すことができるようになる。散在するアイドルトラフ
ィックバーストと無信号インターバルの明確なシーケンスパターンのセットを定めること
により、複数の優先メッセージレベルを作り出すこともできる。
図６に示されている方法を明確に説明するという目的のために、ＰＨＳシステムの特定の
特性を用いていることを理解頂きたい。しかし、既に述べたように、記載された方法は他
のセルラーシステムに適用することも可能であり、その適用性は当業者に明らかであろう
。本方法は、１９９２年、フランス、パレゾーＦ－９１１２０、ルイーズ・ブルュノー通
り、４９で著者が出版した、モウリー、Ｍとパウテット、Ｍ共著「移動体通信用ＧＳＭシ
ステム」に記載の広く普及されているセルラー通信システムＧＳＭ（移動体通信用グロー
バルシステム）のようなセルラーシステムに適用することができる。
例えば、ＧＳＭは、図７に示されるように、双方向のデータと着信信号化のためのトラフ
ィックチャネル（ＴＣＨ）パケット構成を含む。この構成は、ＰＨＳ内のアイドルトラフ
ィックバーストと同じ目的で、干渉試験信号を送信するのに用いることができ、すなわち
、新しい接続が確立されつつあるという一つの早期警告として使用し、その接続から受容
できない干渉が生じるかどうか決定するためにしようすることができる。図７のＴＨＣサ
イクルは、１２０ｍｓの期間にわたる２６個バーストで構成され、ポジション０－１１及
び１３－２４で、２つの連続する２４個のデータバーストＤに編成されている。ポジショ
ン１２のバーストＸは、低速関連制御チャネル（ＳＡＣＣＨ）双方向信号化のために割り
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当てられており、ポジション２５のバーストＯは、送信が起こらない空白のバーストであ
る。
ＧＳＭ接続内の信号化は、二つの方法で調整でき、すなわち、ユーザーデータのバースト
と接続しているＳＡＣＣＨを用いるか、もしくは、ユーザデータが送信されていないとき
、呼び出しの初期設定の間に所定のチャネルで信号化するために、一つ又はそれ以上の全
サイクルを用いる方法である。ＧＳＭ受信機は「スティーリング」フラグ（モウリー他著
作物引用、１９０頁）と呼ばれるＴＣＨで送信される２進情報を読み取ることによって両
モードを区別できる。従って、先にそして図６の段階５１４で述べたように呼び出しの初
期設定の間に、ＳＡＣＣＨバースト又は全ＧＳＭ　ＴＣＨサイクル（図７）のどちらかを
、機能的にはＰＨＳのアイドルトラフィックバースト試験信号と等価である試験信号の双
方向送信に用いることができる。送信機出力レベルを決定し、ポーズを置くための段階は
、通信プロトコルとは独立しているので、本方法全体を、現在あるプロトコルを変更する
ことなしに、ＧＳＭのセルラーシステムに加えことができる。
チャネルを適合できるように割り当てるために記載した本方法は、説明を明確にするため
、特定のセルラー通信システムに限定して述べたが、当業者には、本発明をその精神と範
囲から逸脱することなく、無線ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）のような他の同様
の通信システムへ適用できることは明らかであり、本発明は、以下の請求の範囲に提示さ
れていることのみによって限定されるものである。

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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